
② 
朝
鮮
大
邸
高
等
普
通
學
校

長
野
縣
立
諏
訪
中
學

栃
木
縣
栃
木
高
女

岡
山
縣
私
立
興
誼
館
中
學

関

連

事

項

①

三
浦
光
風
辞
任
と
牙
彫
部
廃
止

彫
刻
科
は
明
治
四
十
年
六
月
以
降
塑
造
、
木
彫
、
牙
彫
の
一
―一
部
制
を
と
り
、

牙
彫
部
は
教
授
石
川
光
明
と
雇
三
浦
光
風
（
本
名
柳
三
郎
）
が
指
導
に
あ
た
っ
て

い
た
。
大
正
二
年
に
光
明
が
死
去
し
た
後
は
光
風
が
後
任
と
な
り
、
同
七
年
十

一
月
に
助
教
授
に
任
命
さ
れ
た
が
、
翌
八
年
一
月
に
は
辞
職
（
同
年
歿
）
し
、
後

任
の
採
用
は
無
く
、
牙
彫
部
は
事
実
上
廃
止
（
制
度
上
は
同
十
二
年
）
と
な
っ
た
。

そ
の
間
、
大
正
五
年
に
卒
業
生
一
人
、
同
七
年
に
中
退
者
三
人
、
同
八
年
に
卒

業
者
二
人
、
中
退
者
三
名
が
あ
っ
た
の
み
で
あ
る
。
な
お
、
牙
彫
部
最
後
の
卒

業
生
で
あ
っ
た
故
後
藤
清
一
氏
（
明
治
二
十
六
年
1
昭
和
五
十
九
年
）
の
談
話
に
よ

れ
ば
、
氏
は
牙
彫
修
業
の
後
に
大
正
四
年
に
東
京
美
術
学
校
に
入
学
し
た
が
、

二
年
後
に
は
牙
彫
教
育
は
と
り
止
め
と
な
り
、
木
彫
部
に
編
入
さ
れ
て
高
村
光

雲
の
指
導
を
受
け
た
と
い
う
。

日
本
創
作
版
画
協
会

大
正
八
年
一
月
十
五
日
か
ら
二
十
日
ま
で
三
越
呉
服
店
で
日
本
創
作
版
画
協

会
第
一
回
展
が
開
催
さ
れ
た
。
同
会
は
前
年
六
月
に
山
本
鼎
、
寺
崎
武
男
、
織

田
一
磨
、
戸
張
孤
雁
、
竹
腰
健
造
ら
が
結
成
し
た
団
体
で
、
そ
の
趣
旨
は
、
西
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孝

田
恒
友
お
よ
び
眼
病
で
中
退
し
た
石
井
柏
亭
ら
と
『
方
寸
』
を
発
行
し
、
こ
れ

洋
の
美
術
展
覧
会
に
は
必
ず
ニ
ッ
チ
ン
グ
や
木
版
画
の
作
品
が
出
る
の
に
対
し

て
日
本
で
は
非
常
に
優
れ
た
版
画
の
伝
統
が
あ
る
に
も
拘
ら
ず
、
文
展
は
版
画

を
排
斥
し
、
東
京
美
術
学
校
も
製
版
科
が
あ
り
な
が
ら
写
真
製
版
や
コ
ロ
ク
イ

。
フ
等
工
業
的
製
版
を
専
ら
と
し
て
お
り
、
版
画
の
奨
励
策
は
全
く
講
じ
ら
れ
て

い
な
い
の
で
、
自
画
、
自
刻
、
自
摺
の
新
味
あ
る
創
作
版
画
を
発
表
し
て
世
人

の
注
意
を
喚
起
し
よ
う
と
い
う
こ
と
に
あ
っ
た
。
第
一
回
展
の
出
品
者
は
上
記

五
人
の
外
に
石
井
鶴
三
、
小
泉
癸
巳
男
、
萬
鉄
五
郎
、
永
瀕
義
郎
、
広
島
晃
甫
、

逸
見
享
、
前
川
千
帆
、
喜
多
武
四
郎
、
バ
ー
ナ
ー
ド

・
リ
ー
チ
、

M
・
マ
ニ
ン

グ
、
恩
地
孝
四
郎
、
藤
森
静
雄
、
故
田
中
恭
吉
、
故
香
山
藤
禄
ら
で
、
木
版
画

が
過
半
数
を
占
め
た
。
展
覧
会
が
大
き
な
反
響
を
呼
び
、
成
功
を
お
さ
め
た
た

め
、
同
会
は
以
後
毎
年
展
覧
会
を
開
く
こ
と
と
し
、
官
設
展
に
版
画
部
門
を
設

け
る
こ
と
、
東
京
美
術
学
校
に
版
画
科
を
設
置
す
る
こ
と
、
創
作
版
画
の
普
及

と
版
画
家
出
現
を
促
す
こ
と
、
教
習
所
を
設
立
す
る
こ
と
な
ど
を
目
標
（
『
日
本

創
作
版
画
協
会
第
七
回
展
覧
会
目
録
』
昭
和
二
年
）
に
活
動
を
始
め
た
。
そ
の
結

果
、
大
正
十
五
年
に
は
版
画
も
帝
展
に
出
品
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
同
会
は

昭
和
六
年
に
日
本
版
画
協
会
へ
と
発
展
す
る
が
、
そ
の
近
代
版
画
史
上
の
功
績

は
甚
大
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。

と
こ
ろ
で
、
創
作
版
画
運
動
と
東
京
美
術
学
校
の
関
係
を
考
え
て
み
る
と
、

上
記
の
第

一
回
展
で
は
卒
業
生
の
山
本
鼎
（
三
十
九
年
）
、
寺
崎
武
男
（
四
十
年
）
、

石
井
鶴
三
（
四
十
―
―一年）
、
萬
鉄
五
郎
（
四
十
五
年
）
、
広
島
晃
甫
（
同
）
、藤
森
静
雄
（
大

正
五
年
）
や
中
退
生
の
恩
地
孝
四
郎
、
田
中
恭
吉
（
大
正
四
年
歿
）
ら
が
活
躍
し
て

い
る
が
、
そ
の
う
ち
の
最
も
先
輩
の
山
本
鼎
は
、
そ
も
そ
も
創
作
版
画
運
動
の

発
端
を
作
っ
た
一
人
で
あ
る
。
彼
は
す
で
に
卒
業
の
翌
年
五
月
に
は
同
期
の
森
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